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平成１７年３月期の業績見通しについて
（四半期業績の概況の開示）

　当社の平成１７年３月期中間および通期業績見通しにつきまして、下記のとおりお知らせします。

記

１．当期の業績予想(平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日) （単位：百万円、％）

中間期 26,269 8,046 6,868
通　 期 52,260 14,120 12,568

前回発表予想 (Ｂ) 中間期 25,672 7,108 6,066
平成16年5月27日発表 通   期 50,570 12,956 12,028

中間期 597 938 802
通   期 1,690 1,164 540
中間期 2.3 13.2 13.2
通   期 3.3 9.0 4.5

(ご参考) 中間期 20,686 5,103 4,200
 前期実績 (平成16年3月期) 通   期 45,582 12,363 8,166
　　　　　(ご参考)　１株当たり予想当期純利益（通期）  　64 円 　24 銭

２．当期の連結業績予想(平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日) （単位：百万円、％）

中間期 27,377 8,179 6,993
通　 期 54,493 14,399 12,835

前回発表予想 (Ｂ) 中間期 26,764 7,174 6,136
平成16年5月27日発表 通   期 52,774 13,101 12,163

中間期 613 1,005 857
通   期 1,719 1,298 672
中間期 2.3 14.0 14.0
通   期 3.3 9.9 5.5

(ご参考) 中間期 21,860 5,383 4,406
 前期実績 (平成16年3月期) 通   期 47,649 12,717 8,912
　　　　　(ご参考)　１株当たり予想当期純利益（通期）  　65 円 　61 銭

３．業績予想について（個別）
（中間期）
　年初予想に対して、ＬＭＥニッケル価格が高値で推移したこと及び為替が円安で推移したことに
より販売価格が高値で推移致しました。それにより中間期の経常利益を年初予想比約９億円増益
の約８０億円に修正し、中間期の当期純利益は約８億円増益の約６９億円となる見込みです。
（通期）
　下期においては、現在のＬＭＥニッケル価格が若干値下がりし年初予想のとおり推移すると予想
しております。それにより通期の経常利益は約１１億円増益の約１４１億円と見込んでおります。
　通期の特別損益は年初予想に比べ処分土地価格を下方修正した等により約５億円の減益修正を
致しました。その結果、通期の当期純利益は約５億円増益の約１２６億円となる見込みです。

４．業績予想について（連結）
   中間期並びに通期の業績予想の修正事由は、個別に述べたとおりであります。

※上記業績予想につきましては、現時点で得られた情報に基づき想定しております。今後発生する状況の
　 変化によっては実際の業績と異なることも予想されますのでご了解ください。

平成16年8月20日

　なお、これは、㈱東京証券取引所、㈱大阪証券取引所および㈱名古屋証券取引所の定める適時開
示規則に基づく四半期業績の概況の開示も兼ねて行うものです。
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